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「令和２年度科学の甲子園ジュニアエキシビション大会」予選中止について 

 
 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、１２月５日（土）にオンラインで開催を予定していた

「令和２年度科学の甲子園ジュニアエキシビション大会」の筆記競技予選において、システ

ム障害によりシステムにアクセスできない生徒が多数発生し、競技の実施が困難となったた

め、やむなく中止する決定をいたしました。システム障害の原因は、参加生徒のシステムへ

のアクセスの集中を分散化するための措置が不十分であったため、同時間帯にアクセスが集

中し、サーバーが処理しきれなくなったことによるものです。 

予選中止に伴い、今後予定していた今月１２日（土）のオンライン筆記競技本選ならびに

来年１月１２日（火）のオンライン表彰式はいったん中止とします。今後のエキシビシ

ョン大会の実施については、現在検討を進めており、決定次第、改めてご案内いたします。

なお、筆記競技システムとは別システムで運用している特別体験プログラムは、予定通

り実施しております。 

 本エキシビション大会は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第８回科学の甲子

園ジュニア全国大会の開催を中止し、その代わりとして、全国の中学１、２年生を対象に、

理科・数学・情報をオンライン上で競い合う大会として企画しました。 
大会を楽しみにされていた生徒の皆様や関係者の皆様には、多大なご迷惑をおかけし

たことをお詫び申し上げます。 

ホームページＵＲＬ：https://koushien.jst.go.jp/koushien-Jr/ 

 

＜添付資料＞ 

参 考：「令和２年度科学の甲子園ジュニアエキシビション大会」開催概要（抜粋） 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 理数学習推進部 才能育成グループ 

〒332-0012 埼玉県川口市本町４－１－８ 川口センタービル 

ラオ ちぐさ、岡田 啓一（オカダ ケイイチ） 

Tel：048-226-5665 Fax：048-226-5684 

E-mail：koushien-jr[at]jst.go.jp 
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「令和２年度科学の甲子園ジュニアエキシビション大会」開催概要 

 

1. 目的 

本大会は、新型コロナウイルス感染症緊急事態措置やそれに伴う休校措置が長期化した

状況による「第８回科学の甲子園ジュニア全国大会」の開催中止を考慮した代替大会とし

て、オンラインで実施する大会です。理科や数学などにおける複数分野の競技に協働して

取り組むことを通じて、全国の中学生が科学の楽しさ、面白さを知り、科学と実生活・実

社会との関連に気付き、科学を学ぶことの意義を実感できる場を提供することによって、

科学好きの裾野を広げるとともに、未知の分野に挑戦する探究心や創造性に優れた人材を

育成することを目的とします。 

 

2. 実施・協力体制 

① 主催 国立研究開発法人 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

② 共催 兵庫県、兵庫県教育委員会 

③ 後援 文部科学省、全日本中学校長会、全国中学校理科教育研究会 

   公益社団法人 日本理科教育振興協会 

都道府県教育委員会および協働パートナーの協力を得て開催 

3. 開催日程 

① エントリー期間： 

令和２年１１月１６日（月）１０：００から令和２年１１月２７日（金）１７：００まで 

② 実施日時は下記の通りです。（行事は変更される場合があります。） 

 

オンライン開会式        令和２年１２月５日（土）１３：００～１３：３０ 

オンライン筆記競技予選     令和２年１２月５日（土）１４：００～１５：００ 

オンライン筆記競技予選結果発表 令和２年１２月１０日（木）１５：００ 

オンライン筆記競技本選     令和２年１２月１２日（土）１４：００～１５：００ 

オンライン表彰式（本選結果発表） 令和３年１月１２日（火）１６：００～１６：３０ 

 

特別体験プログラム   令和２年１１月１６日（月）～１２月２１日（月） 

特別体験プログラム結果公開  令和３年１月１８日（月）から順次公開（予定） 

 

4. エントリーについて 

・ エントリーの単位は、１チーム３人以上６人以内とします。同一都道府県内であれば

学校が異なっても編成は可能です。 

・ エントリー資格は、中学校１年生および２年生相当の生徒とします。 

・ エントリーはオンライン筆記競技と特別体験プログラムについて行います。特別体験

プログラムのみ参加する場合もエントリーを行います。 

・ エントリーの方法については、各都道府県教育委員会を通じて各学校に改めてご連絡

いたします。 

 

5. 競技内容 

・ オンライン筆記競技は、ＰＣなどを用い、自宅や学校で競技に取り組む形式です。実

施場所は感染状況を踏まえ、代表者、および参加者が判断します。 

・ オンライン筆記競技時にチームメンバー内の相談は可能（状況によりビデオ会議や電

参考 
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話等も活用可能）とします。ただし、解答にあたって教科書、参考図書、ＷＥＢ上の

情報、チーム外の人物からのアドバイスなどを参考にすることはできません。 

・ オンライン筆記競技は予選と本選から構成されます。 

・ 予選の結果により本選出場チームが選抜されます。具体的には、以下のいずれかもし

くは両方に該当するチームが本選に進むことができます。 

① 各都道府県内で予選１位のチーム 

② ①のチームも含めた全体予選順位で上位５０位以内のチーム 

・ 本選と予選の内容は以下の通りです。 

（予選） 

・ ６分野（物理、化学、生物、地学、数学、情報）からそれぞれ出題されます。 

・ 配点は、各分野５０点の合計３００点です。 

・ 競技時間は６０分です。 

・ 各分野におけるチーム内の最高得点を当該分野のチームの得点とします。例えば、

物理の分野において、Ａさん：１０点、Ｂさん：０点、Ｃさん：０点、Ｄさん：

３０点、Ｅさん：２０点、Ｆさん：０点だった場合、物理分野におけるチームと

しての得点は３０点（チーム内の最高得点であるＤさんの得点）となります。 

（本選） 

・ ６分野（物理、化学、生物、地学、数学、情報）からそれぞれ出題されます。 

・ 配点は、各分野５０点の合計３００点です。 

・ 競技時間は６０分です。 

 

6. 特別体験プログラム 

・ 科学の甲子園ジュニアの実技課題を体験してもらうため、特別体験プログラムを行い

ます。 

・ 実技課題は、各チームメンバーが自宅にいても、ビデオ会議や電話などでコミュニケ

ーションを取りながら実施できる内容を出題します。 

・ 実技課題は、順位付けや表彰は行わない体験プログラムとして位置づけます。 

・ 特別体験プログラムのみの参加も可能です。 

 

7. 表彰など 

・ オンライン筆記競技（本選）の総合得点（全分野の合計得点）で総合順位を算出し、

総合順位５位までと各分野の最上位チームを表彰します。 

・ 表彰対象の順位において、同点のチームが出た場合は、予選の結果も踏まえて表彰対

象のチームを決定します。 

・ 表彰対象のチームは、チーム名、学校名、都道府県名をホームページなどで公表しま

す。 

・ 特別体験プログラムで提出された実施結果（記録情報や動画、写真など）はホームペ

ージなどで一般公開します。 

 

8. その他 

・ ＰＣなどの端末の準備および通信費については参加者負担となります。 

 

以上 

 


